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新たなタイプの学校（idealスクール）の新設について

〇新たなタイプの学校の基本理念
個に応じた多様な学びと、学習者中心の支援により、
生徒の自律的な学びの実現と、将来の社会的自立に必要な資質・能力の
育成を目指す。

１ 設置の背景と基本理念
〇生徒の興味・関心、進路希望の多様化
〇様々な背景を抱えた生徒の増加（学校生活や学習に困難を抱える生徒など）

２ 新たなタイプの学校の概要

〇設置場所等 宮城広瀬高等学校を新たなタイプの学校に転換し、
令和９年度に開校(予定)
※宮城広瀬高等学校は令和９年度に募集を停止し、
令和１０年度末で閉校

〇募集定員 ２００名
〇設置課程等 全日制・普通科・単位制

定時制と通信制の機能を
併せ持つ、これまでにない

「全日制高校」

「通信制」の機能

通信制高校との効率的な併修が可能＊

＊自校で開設しない科目のみ

「定時制」の機能

多部制定時制に見られる幅広い時間帯

における多様な学び方

学年区分を問わ
ず，生徒が自由に
科目を履修

卒
業

単
位
制

▶
卒業に必要な
単位数(74単位)
を修得

▶

４ 学校の位置付け

idealとは「理想、理想的」という意味の英単語ですが、ここでは、各単語の頭文字を合わせ
た造語としての意味を重ねています。さらには、目指す教育の実現のために、多くのアイディア
（idea）、工夫を追求していくという思いが込められています。

大学進学等の進路希望を実現するた
め、自分のペースで学びたい

集団生活や対人関係に不安を感じてい
るが、自分の適性に合わせて学びたい

興味関心や適性に合わせ自己決定し
ながら柔軟に学びたい

学習のつまずきの解消のため、基礎基本
に戻って学びたい

音楽活動やスポーツ等のため自由な時
間を持ちながら学びたい

学校に登校していない期間があったが、
自分の状況に合わせて学びたい

〇次のような、多様な生徒を求めます

３ 求める生徒像
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生徒

チューター

生徒の希望する進路の実現や目標の達成

・生徒の進路希望に応じた、
教科・科目の選択や時間割
の作成などのサポート
・学校生活や友人、家庭に関
する悩みへの相談対応

多様な進路の実現

就職
専門
学校

大学
進学

設置する科目の視点

○国公立大学受験に対応した学び

○教養を深める学び

○多様な興味・関心に応じた学び

学び直しにも対応

７ 多様な教科・科目

６ 幅広い授業時間帯

〇１～８校時の幅広い授業時間帯を設定し、生徒自身の生活スタイル、
興味・関心等に応じて、主体的な授業選択が可能

〇多様な科目の設置に加え、資格取得やボランティア、他の高校での科目履
修などの学校外学修等を幅広く単位として認定

〇将来の社会的自立に必要な資質・能力の育成に繋がる学びや多様な人
材を活用した学びなど、魅力ある学びを実施

８ 充実したサポート体制

〇従来の「学級」は置かず、チューター制を導入

〇地域人材やＮＰＯ等とも協力してさまざまな側面からサポート体制を構築
〇ICTを活用した生徒との連絡体制を構築

Ⅱ 魅力ある学び
(1)探究的な学び
(2)ICTを活用した学び
(3)地域等と連携した学び
(4)多様な人材を活用した学び

Ⅰ フレキシブルな学び方
(1)単位制の導入
(2)幅広い授業時間帯の設定
(3)通信制高校との併修＊

(4)資格取得、ボランティア等を単
位として認定

Ⅲ 多様な教科・科目
(1)多様な進路希望に応じた教

科・科目
(2)学び直しのための教科・科目
(3)習熟度別授業の導入

Ⅳ サポート体制の充実
(1)チューター制の導入
(2)多様なスタッフ（スクールカウン
セラー・ソーシャルワーカー、地域
人材・NPO等）による支援

５ 学校の特色

ｉｄｅａｌスクール
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＊自校で開設しない科目のみ


